
想定される自然災害

建築規制

エネルギー使用量

（2019年度） Kwh ㎥ ㎥ ℓ

管理上の特記事項

（避難施設等）

名称

築年（西暦）

構造・階数

延床面積

主要な用途（室名等）

利用状況

耐震性　※1

劣化状況

951 ― ― ―

電気設備（照明・非常灯・誘導灯）
消防設備（自動火災報知設備）
換気設備（通常換気）

敷地内未利用地なし。　敷地内貸付地なし。
建物が都市計画道路予定区域に含まれることから、当該道路事業化の際は、別施設に
よる機能維持確保の検討を行う必要があります。

３　個別施設の概況・状態等

外部階段・外壁の白華現象・外部軒裏等露筋・外部タラップ錆

屋上シート防水及びシーリング材の劣化（劣化が進んでいるもの）

躯体（ｺﾝｸﾘｰﾄ）の
健全性

地盤沈下※5

１棟（計画記載対象　１棟）

施設外観写真

設 置 目 的
早島町の歴史、民俗、産業等に関する資料を教育的配慮の下に
収集し、展示して町民の利用に供することにより、町の文化を
伝承するとともに郷土意識の啓発に寄与するため。

主要な設備
（屋外を含む）

※1耐震性有：耐震診断の結果Is値≧0.6（震度６強～７程度で倒壊する危険性が低い）又はS56.6以降に建築の建物
（S56.6より前に建築の車庫・倉庫は耐震診断対象外）
※2圧縮強度：13.5N/㎟未満は不適
※3中性化：築後65年時点でコンクリートの中性化が30㎜以上の見込みは不適
※4傾斜が有る場合は不適　　※5地盤沈下が有る場合は不適

長期使用の適否

圧縮強度※2

中性化※3

建物傾斜※4

予想震度（ ６弱 ）　津波（ ０ｍ ）　浸水※（ 1.0～3.0m未満 ）※1000年に1回程度の雨を想定

２　建物立地・管理情報

担 当 部 署

電気 ガス 水道

生涯学習課

市街化調整区域（建ぺい率60％、容積率100％）、景観計画区域、都市計画道路区域

燃料（灯油）

早島町個別施設計画 策定年月

所 在 地

敷 地 面 積

延 床 面 積

１　施設基本情報
施 設 名 称

R3.3 計画期間 R4年度～R13年度

早島町歴史民俗資料館

都窪郡早島町早島前潟237-2

271.00㎡

201.00㎡
棟 数

※対象は延床面積200㎡（車庫、倉庫等は500㎡）以上の施設

早島町歴史民俗資料館

1977年

鉄筋コンクリート造平屋建て

201.00㎡

展示室・収蔵庫

中

未確認

―

―

適

適



施設全体の方針

早島町歴史民俗資料館は、本町のかつての基幹産業であった「い草」に関する資料展示を行う施設であり、文
化的に価値のある収蔵品も多く、今後も収蔵展示機能の維持・確保は必要と考えます。新耐震基準以前の建物
であり、耐震性能の有無の確認ができていませんが、当該建物は都市計画道路駅前バイパス線の計画区域にも
含まれることから、今後、別施設への機能移転も含め安全及び機能維持の確保を検討し、必要な対策を実施し
ます。

今後の保全にかかるコストの試算

本町では、倉敷市が開発した簡易長期修繕計画ソフトを利用し、４０年間のコストを算定しています。ただこの数値はあくまでも試
算であり、実際には、現地の点検で確認する劣化の進行度合いにより、実施年度が前後したり、実施時点での詳細な見積もりによ
り、金額が増減することも多々あります。重要なことは、試算結果と点検に基づいて、できるだけ効率的に、支出の平準化を念頭に
置いて修繕を実施することです。例えば、修繕を実施する年度だけでなく、その年度の前後に計画されている更新・修繕について
は、まとめて実施します。また、外壁など足場を組む必要のある修繕については、その年度の前後に予定している足場の必要な修繕
をまとめて実施することにより、本施設の延命化を最大限実現するように努めます。

建物ごとの方針

区分 対応方針

４　対応方針（対策の優先順位の考え方）

資料館
・都市計画道路の計画区域に含まれることから、機能移転も含め検討を行います。
・上記を踏まえ、建物の利用期間に応じ老朽箇所の改修等を実施します。

５　対策内容と実施時期
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早島町歴史民俗資料館 年度別維持保全費用グラフ【工事費】
年度別金額

累計金額

建築 電気 機械 累計

単位：千円

19,465 昇降機設備 ―

工 事 費 49,520

内 訳 建築 24,535 電気設備 5,520 機械設備

単位：千円



６　計画期間内に要する対策費用の概算

早島町歴史民俗資料館の、10年間の修繕予測は約6百万円です。
本町の歴史文化を発信するうえで重要な機能を有する施設となっていることから、日常の維持管理を十分に行うとともに、将来の道
路計画や耐震性能も見極めたうえで、計画的で効率的な修繕・更新を実施します。

中期的に見る修繕・更新の予測

単位：千円

2,997 昇降機設備 ―

工 事 費 5,913

内 訳 建築 2,081 電気設備 835 機械設備

単位：千円
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030

建築 屋根 屋根防水＋押えｺﾝ 138 138
屋根長尺金属板 54 54 108
ｱﾙﾐﾆｳﾑ製笠木 0
屋根樋 26 26 52

外部 外部雑 0
壁－ﾀｲﾙ 67 67
外壁塗装 142 142
外壁ｼｰﾘﾝｸﾞ 914 914
外部天井ﾎﾞｰﾄﾞ 61 61

小計(直接工事費) 0 0 142 0 346 0 0 0 0 994 1,482
小計(工事費＝直接工事費＋共通費＋消費税相当額) 0 0 200 0 486 0 0 0 0 1,395 2,081
電気設備 発電・静止形電源 直流電源 119 312 7 438

電力 非常灯 7 1 8
誘導灯 4 4 15 4 4 11 42

通信・情報 拡声 35 35 70
テレビ共同受信 1 1 1 1 4

通信・情報（防災） 自動火災報知 6 6 12
非常警報 0
自動閉鎖 0

小計(直接工事費) 5 0 123 1 375 0 5 0 4 61 574
小計(工事費＝直接工事費＋共通費＋消費税相当額) 8 0 179 2 543 0 8 0 6 89 835
機械設備 空調 空調機器；空気調和機 71 101 190 303 357 172 565 1,759

空調機器；ﾎﾟﾝﾌﾟ 73 34 34 73 214
空調ﾀﾞｸﾄ；制気口・ﾀﾞﾝﾊﾟｰ 2 2
空調配管；配管類 0

給排水衛生 機器；湯沸器 8 17 74 17 26 142
機器；ﾀﾝｸ類 10 10
給水給湯配管；配管類 0
排水配管；配管類 0
排水配管；桝類 0

消火 屋内消火栓 0
消火配管；配管類 0

小計(直接工事費) 71 182 241 0 387 0 391 0 262 593 2,127
小計(工事費＝直接工事費＋共通費＋消費税相当額) 100 257 340 0 545 0 551 0 369 835 2,997
合計(直接工事費) 76 182 506 1 1,108 0 396 0 266 1,648 4,183
合計(工事費＝直接工事費＋共通費＋消費税等相当額) 108 257 719 2 1,574 0 559 0 375 2,319 5,913

合計工事種別 区分 種別


